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主論文要旨 
 本論文研究では、大電流の水中放電で生じた衝撃波の特性評価とそれを食品加工技術、

特に米粉製造技術へ応用する可能性について検討した結果が報告されている。 
 食品加工においては、加工対象やその目的に応じて衝撃波の強度を制御することが求め

られるとともに、コスト低減と食品の安全性を考えると、火花放電もしくは金属細線爆発

法を用いることが有効であると考え、これらの方法を用いた場合の効果について、特に水

中衝撃波利用の可能性を中心に検討を進めた。 
 ここではまず、水中ギャップ放電を用いて生じる衝撃波の観測を行い、電圧印加から絶

縁破壊まで数十 ms の遅れを生じることや電極間にガスが発生して電極間を進展して絶縁

破壊が起こること、さらに水中衝撃波は最初の火花放電時に生成され、後続の減衰振動す

る放電過程の効果はあまり関係しないことが明らかにされた。さらに回路のインピーダン

スを操作することによって放電の立ち上がり時間を短くした場合に、衝撃圧を高めること

が可能であることが明らかにされた。 
 次に水中での金属細線爆発を用いた方法については、金属細線の設置条件の最適化につ

いて検討した。光学計測と圧力計測実験を併用した実験結果により、投入エネルギーと爆

発時間の関係から発生圧力が評価できることが示された。 
 上記の結果に基づいて、米粉製造のための製造装置を試作して、まず水中放電による米

粉の製造を試み、一定の成果を得た。さらには作用圧力をさらに高めることのできる金属

細線爆発法を用いた実験を行い、製粉能力がさらに高まることが確認された。このことに

加えて、米粉の衝撃波特性評価や製造された米粉の食品としての評価（損傷デンプン率や

粒径）を行い、既存技術と比較した本技術の特徴を明らかにした。 
 本論文に関しては、平成 29 年 2 月 2 日に最終試験として学位論文発表会を開催し、口頭

で研究成果の発表と質疑応答を行った。その結果、予備検討出願者は当該分野およびその

周辺分野に対して十分な知識と理解力を有していることに加えて、学会発表で表彰を受け

ていることなどから、高い研究遂行能力を有していると認めた。また、国際学術誌に論文

が 5 編掲載済（うち 4 編が第一著者）であり、専攻・講座の基準を十分に満たしている。 
 
主論文審査の要旨 
 最終試験において、予備検討出願者は当該分野およびその周辺分野に対して十分な知識

と理解力を有しており、高い研究遂行能力を有していると認めた。学位論文については未

発表の部分があることなどから、「要約」を公表することとした。さらに学位論文に対して

剽窃チェックソフトによりチェックを行い、問題がないことを確認した。 
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